
弐
疋
回
毎
六
周
二
十
-
H
M
第
三
褐
園
開
偏
物
認
可
『
毎
丹
-
回
-
日
量
得

干す音量日一司 F司;1t..&司五二十・示日匠召

Am
回
附

ケ
イ
ン
ズ
の
利
子
理
論

昭
和
十
二
年
度
珠
算
を
論
ず

第
二
共
産
業
組
合
蹟
充
一
一
五
年
計
茸

時

論

北
支
事
件
特
別
税

胃
押

H
刊

円

』

卸

』

T
僻

叫

吋

44ノ

再
保
険
準
設
の
設
展
・
一
-
-
-
吋
ぽ
消
息
土
佐
世
守
一
千

所
謂
倫
理
的
経
済
事
に
於
け
る
人
間
皐
ね
的
月
下
土
出
口
勇
疏

支
出
川
準
備
金
の
構
成

-
-
-
-
-
M
q立
工
一
上
野
淳
一

日

一

日

荷

山

日
本
金
魚
替
本
位
制
の
横
大
強
化
:
・
:
:
:
総
前
車
士
松
岡
孝
見

開

防

経

済

と

財

政

政

策

・

j

-

終
決
早
士
柏
井
象
推

ロ
パ
シ
イ
・
不
完
全
競
争
の
下
町
間
一
関
税
・
経
消
恩
土
岡
倉
伯
士

物
債
指
数
の
立
味
に
関
す
る
一
考
察
:
・
縄
問
早
士
内
海
庫
一
郎

品
川
崎

se伊

院
開
門
H

《
車
問

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題

叢

禁

輔

菰

文
革
博
士
高
田
保

-
尚
一
泣
一
十
博
士
汐
見
三
一

器
取
博
士
↓
八
木
芳
之
助
一

法
吊
時
土
神
戸
正
雄



論

北

支

事
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特
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コ
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雄

緒

言

b
E
F
t
-す
L
ト
』
宝

h
宅

n
H
O
J
E
-
n包
町
、
ノ
戸
』

0

4
4
r
J
到
吋
府
'
」
町
内
引
っ
ノ
升

M
A
I
ι
r
L
吋

i
険

/

吋

/

n
M
1
コ
Z
-
F
r円
借
雪
、
，
-
2
1
'
E
F
"
工
、
士
二
ぐ
さ
f

、
4
7
コ
-
F
E
-
-
仔

1
t
H
q
n
J句

3

f

v千
お
到
司
市
・
一
ノ
i釘
劃

4
J
Z
E
E
』
と

h

1《
ト
t
u
L

」
v

刻
ペ

4
7
J
v
h
dコ=
d
ヰ
附
く

Hト
ト
ト
仇
N
F
A
v
r
l《
4
4
1
凶

u
i
u
J
m
z
t
A
C
p
b

出
来
十
、
結
局
、
瞳
明
大
し
持
久
す
る
の
外
左
き
や
う
に
も
友
り
、
此
先
き
、
何
庭
ま
で
進
展
す
る
か
、
議
測
し
易
か
ら
ざ
る
も
の
が

あ
る
。
斯
か
る
事
件
に
針
し
て
は
首
局
者
は
之
が
財
源
を
工
夫
し
た
け
れ
ば
左
ら
ね
。
先
づ
以
て
第
一
次
遁
加
議
算
と
し
て
九
千
六

百
八
十
高
園
を
計
上
し
、
僅
小
な
る
前
年
度
刺
徐
金
の
外
は
、
凡
ぺ
℃
殆
ど
専
ら
公
債
又
は
借
入
金
に
よ
り
て
之
を
宏
た
す
こ
と
と

し
た
。
第
二
夫
逗
加
晴
朗
算
が
積
い
て
計
上
せ
ら
れ
、
共
線
額
四
億
一
千
徐
高
闘
、
之
が
財
源
は
大
部
分
、
公
債
借
入
金
に
よ
る
乙
と

と
し
、
た
だ
共
一
部
、

一
億
国
弱
の
み
を
特
別
税
陀
依
る
と
と
左
し
た
。
此
に
於
て
か
裳
き
に
臨
時
増
徴
法
に
上
り
て
近
頃
に
-
な
い

大
増
税
を
行
っ
た
、
命
共
の
上
に
も
・

か
か
る
遁
加
増
枕
を
行
っ
て
、
其
が
果
し
て
閥
民
の
搭
ふ
る
所
で
あ
る
が
何
う
か
。
共
の
取

り
方
が
果
し
て
遮
蛍
な
も
の
か
何
う
か
、
問
題
で
左
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
か
か
る
外
敵
を
前
に
し
て
の
臨
時
事
費
に
臨
み
て
は

岡
山
内
の
心
裡
に
異
常
の
緊
張
が
あ
り
、
桂
へ
難
き
を
も
敢
へ
て
忍
ぶ
と
い
ふ
腹
が
出
来
て
来
た
か
ら
、
そ
し
て
斯
か
る
場
合
に
は
議

北
支
事
件
特
別
税

地
用
四
十
五
巻

=
一
五
三

第

観

主E
五



北
文
事
件
特
別
税

四
十
五
巻

互王

J2lJ 

第

銃

豆
大

舎
で
も
、
取
り
方
の
苦
情
た
左
を
喧
し
く
い
は
や

J

気
前
良
く
、
満
揚
一
設
で
通
過
さ
す
と
い
ふ
の
が
常
識
で
も
あ
る
の
で
、
現
に

此
税
法
案
が
議
舎
に
提
出
せ
ら
れ
て
、
型
通
り
に
委
員
舎
に
は
上
同
目
さ
れ
た
が
、
何
等
の
異
論
も
た
く
、
原
案
の
佳
に
で
通
過
し
確

定
し
て
し
ま
っ
た
。
共
庭
で
最
早
、
之
に
つ
き
で
彼
是
れ
と
論
議
す
る
の
一
審
員
盆
は
な
い
誇
で
る
る
が
、
併
し
皐
問
上
に
は
之
に
つ
き

批
判
そ
加
へ
る
の
除
地
は
る
る
。
私
は
放
て
之
を
試
み
や
ろ
と
思
ム
。

膚
旭
咽
四
川
侃

4
a
d
刷

M
F
T

判
別1]1

ifHJ 
I:~ 

;liC 
~t風
;本
間
!樋;

ト
共
税
目
|
1
i
今
岡
の
北
支
事
件
特
別
税
と
し
て
選
ま
れ
た
る
税
目
は
左
の
湿
り
で
る
る
。

(A) 

所
得
特
別
税
l
l
第
一
種
所
得
税
の
一
刻
、
第
二
種
所
得
税
(
臨
時
宿
徴
法
に
て
は
凶
債
利
子
に
も
課
す
る
己
主
と
し
た
が
、
此
特
別

稔
に
て
は
之
を
除
〈
)
の
五
分
、
第
三
種
所
得
税
の
七
分
五
一
足
。

(C) (B) 

臨
時
利
得
特
別
税
l
l
法
人
に
も
個
人
に
も
各
、

一
割
五
分
を
地
徴
。

利
九
分
配
営
特
別
税
1
l
i
配
首
金
に
封
し
其
中
、
七
分
を
超
ゆ
る
金
額
の
一
一
割
を
ば
、
受
配
訟
者
に
課
す
、
但
し
源
泉
に
て
課

ず
る
の
で
あ
る
。

D
 

方
債
及
枇
債
に
あ
り
で
は
、
年
四
分
五
厘
を
超
ゆ
る
金
額
の
一
割
を
ば
、
共
受
領
者
に
課
し
、
但
し
共
は
源
泉
課
税
ル
」
ナ
る
o

公
債
及
枇
債
利
子
特
別
税
v
i
l
公
債
及
枇
債
の
利
子
に
つ
き
、
共
利
率
が
国
債
に
あ
り
で
は
、
年
四
分
を
超
ゆ
る
金
額
、
地

町
物
品
特
別
検
|
|
左
の
物
品
の
従
債
一
一
割
を
課
す
る
。

い
第
一
一
糧
費
石
又
は
宇
貴
石
、
又
は
之
を
用
ゐ
た
る
製
品
‘
民
珠
又
は
真
珠
を
用
ゐ
た
る
製
品
、
貴
金
属
現
品
、
叉
は
責



金
属
帽
を
用
ゐ
た
る
製
品
、
経
甲
製
品
、
現
瑚
製
品
。

ろ
第
二
種

l
i宥
貫
機
、
申
告
県
引
延
機
、
映
潟
機
、
同
部
分
品
及
附
属
品
、
馬
民
間
乾
板
、

及
同
部
分
品
、
蓄
音
機
用
レ
コ
ー
ド
、
楽
器
、
及
同
部
分
品
。

フ
ィ
ル
ム
、
及
感
允
続
、
蓄
音
機

そ
し
て
第
一
種
に
で
は
小
買
業
者
の
販
賓
債
格
(
又
は
保
枕
地
域
よ
り
引
取
る
時
の
償
椅
)
、
第
二
種
k
b
り
で
は
製
造
場
よ
り
移
出

す
る
時
(
又
は
保
税
地
域
よ
り
引
取
る
時
)
の
債
格
に
よ
り
、
第
一
極
K
て
は
小
費
業
者
よ
り
、
第
一
一
種
に
て
は
製
造
者
よ
り
毎
月
分

を
中
告
せ
し
め
て
、
翌
月
末
ま
で
に
納
付
せ
し
め
る
(
引
取
の
分
は
引
取
の
時
)
。

〈二)
(A)共
事根
鑓本
財問
助長 題
と
し
て
旺】

租
.'1対;
除
用
(j) 

品

否

い
否
と
す
る
理
由
|
1
i
先
づ
以
て
、
か
か
る
事
援
に
際
し
て
租
税
を
財
源
と
す
る
こ
と
の
首
否
が
問
題
と
た
る
。
之
を
否
と
す

る
論
一
は
、

か
か
る
非
常
時
に
は
一
躍
は
凡
べ
て
之
を
公
債
に
て
賄
っ
て
置
き
、
事
同
銀
の
済
ん
で
後
.

叉
は
事
境
の
長
引
〈
に
一
企
り
て

初
め
て
、
増
税
計
書
を
立
て
て
も
濯
く
は
な
い
。
叉
、

か
か
る
際
に
卒
急
に
税
法
を
工
夫
し
て
も
、
恐
ら
く
は
粗
雑
不
備
の
も
の
で

し
か
あ
り
得
な
い
。
税
法
の
事
は
ゆ
っ
く
り
と
慎
重
に
考
慮
す
る
方
が
穏
貨
で
あ
る
。

又
か
か
る
場
合
、
増
税
を
し
て
ほ
、
図
民
の

企
業
を
歴
迫
し
又
は
生
活
を
脅
か
す
の
恐
も
少
〈
-
泣
い
。
む
し
ろ
之
を
避
け
た
が
良
い
。
公
債
に
て
賄
っ
て
置
く
方
が
、
経
済
界
及

園
民
生
活
に
及
ぼ
す
影
響
は
一
唐
山
崎
市
で
済
む
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

は
い
可
と
す
る
理
由
|
|
併
し
之
に
謝
し
て
は
、

か
か
る
論
者
の
い
ふ
や
う
な
心
配
は
無
用
で
あ
る
と
い
ふ
と
と
が
出
来
る
。
昨
出

急
の
税
法
だ
か
ら
と
い
ふ
て
も
、
凡
ぺ
て
が
不
備
と
は
限
ら
ね
。
或
度
、
ま
で
は
之
を
慎
重
に
工
夫
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
出
来
る
だ

北
支
事
件
特
別
紙

第
四
十
五
巻

五
王五

第

抵

豆
七



北
支
事
件
特
別
税

第
四
十
五
巻

一
五
六

第

銃

五
JI. 

け
企
業
に
抑
膝
佐
加
へ
や
、
生
活
を
脅
か
さ
ぬ
と
い
ふ
用
意
も
工
夫
さ
れ
得
る
。
の
み
た
ら
十
、
戦
費
を
ば
公
僚
に
ば
か
り
依
り
て

税
に
よ
ら
ね
と
す
る
と
き
に
は
、
園
民
の
戦
等
に
釘
す
る
自
費
、
認
識
を
強
め
る
こ
と
が
出
来
左
い
。
園
民
を
し
て
此
戦
争
の
重
大

性
を
認
識
せ
し
め
る
の
に
は
、
却
っ
て
或
皮
の
税
を
ば
彼
等
に
出
さ
せ
た
方
が
有
放
で
る
る
。
特
に
現
に
事
鑓
勃
後
以
来
、
国
民
の

同
防
関
係
の
献
金
の
盛
怠
る
に
省
み
て
も
、
剛
氏
に
は
貢
献
意
識
が
向
飛
で
居
る
。
彼
等
回
、
此
献
金
の
気
持
に
で
も
、
増
税
の
或

度
の
も
の
陀
は
嵯
へ
四
時
ら
る
る
。
又
会
依
は
慨
に
此
臨
時
事
提
の
分
佐
川
と
し
て
、
北
門
前
町
山
ら
の
赤
字
補
堤
の
矯
め
の
八
げ
だ
け
?
h

段
々
と
市
場
に
て
不
消
化
と
た
り
つ
つ
あ
る
。
少
く
と
も
消
化
難
と
な
っ
て
居
る
。
だ
か
ら
共
庭
へ
此
上
の
公
債
の
み
の
追
加
と
い

ふ
事
は
考
物
と
し
た
け
れ
ば
友
ら
ね
と
す
る
。
芳
K

共
財
源
の
一
部
だ
け
た
り
と
も
税
に
よ
る
と
と
と
し
て
、
公
債
に
よ
る
分
を
少

く
す
る
と
い
ふ
と
と
は
得
策
で
る
る
。
又
、
後
の
事
で
は
あ
る
が
、
今
日
幾
分
で
も
税
に
よ
っ
て
置
く
と
す
る
の
が
、
帰
来
の
岡
氏

負
捨
を
ば
少
く
す
る
の
で
あ
り
、
其
が
現
代
同
氏
の
賂
来
園
民
へ
の
一
の
道
徳
に
も
趨
ふ
し
、
又
、
現
代
と
し
て
園
民
が
一
居
勤
倹

の
美
風
を
興
す
と
い
ふ
と
と
に
も
友
る
。
だ
か
ら
政
府
の
特
別
殺
を
起
き
う
と
し
た
の
は
讃
首
の
底
置
で
あ
る
と
し
て
良
い
。

問
事
鍵
財
源
と
し
て
の
特
別
税
目
の
選
定

い
原
案
肯
定
|
|
』
さ
て
此
事
件
費
を
充
た
す
矯
め
に
、

一
部
は
税
を
用
ゆ
る
と
し
て
、
政
府
が
所
得
特
別
税
、
臨
時
利
得
特
別

税
、
配
営
特
別
税
、
利
子
特
別
税
、
著
修
日
間
賓
上
税
を
採
ハ

J

た
、
共
か
ら
の
靖
牧
を
計
っ
た
の
だ
が
、
其
が
果
し
て
至
首
か
何
う
か

か
か
る
揚
合
の
臨
時
増
税
と
し
て
は
、
も
っ
と
多
方
面
に
も
亙
る
こ
と
は
出
来
る
。
特
に
大
衆
消
費
税
へ
往
く
と
と
も
出
来
る
し
、

農
民
闘
係
の
地
租
に
も
往
き
得
る
。
現
に
日
露
戦
争
の
揚
合
に
は
共
に
ま
で
及
ん
だ
。
然
る
に
今
同
は
之
を
避
け
た

。
共
庭
で
此
度

の
増
税
に
於
て
は
大
衆
と
農
民
と
を
特
別
課
税
か
ら
除
外
し
た
庭
に
一
の
昔
、
む
の
跡
が
あ
る
。

つ
ま
り
蛍
今
、
比
較
的
窮
迫
し
て
居



る
階
級
を
宥
恕
し
て
、
犬
題
、
徐
裕
あ
る
階
級
の
負
捨
を
加
ふ
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
り
・
共
は
淘
に
遁
嘗
の
底
置
で
、
闘
民
生
活

の
安
定
の
上
に
は
策
の
得
た
も
の
だ
と
銭
し
得
る
の
で
あ
る
。

ろ
多
少
の
疑
問
|
|
た
だ
此
事
国
製
が
図
民
的
設
展
の
準
備
的
基
礎
的
の
も
の
だ
と
し
て
、
共
に
つ
い
て
闘
民
一
般
の
白
魔
を
強

め
、
図
民
の
凡
べ
て
の
も
の
の
協
力
を
要
望
す
る
が
矯
め
に
は
、
或
は
此
税
負
擦
に
つ
い
て
も
、
も
っ
と
庚
く
、
そ
れ
E
そ
農
民
K

ち
犬
衆
に
も
少
々
の
免
措
の
追
加
を
ば
及
ぼ
し
た
方
が
良
い
と
も
考
へ
ら
る
る
。
否
友
、
む
し
ろ
農
民
や
大
衆
や
の
方
か
ら
自
ら
進

ん
で
此
負
携
に
任
ぜ
ん
と
と
を
申
出
て
も
良
い
筈
で
あ
る
。
農
民
を
代
表
す
る
農
合
、
ト
ヘ
衆
を
代
去
す
る
無
産
黛
が
、
か
か
る
問
題

を
前
に
し
て
、
偏
へ
に
共
仲
間
の
負
婚
の
軽
減
に
ば

m
H
熱
中
し
て
、

一
向
に
か
か
る
揚
合
に
於
け
る
税
の
意
義
を
善
解
し
た
い
の

は
遺
憾
で
あ
る
。
尤
も
牝
事
受
階
段
が
此
判
明
変
で
あ
れ
ば
、
党
づ
以
て
負
陰
強
力
大
白
る
方
.
閣
の
川
m
H

院
日
以
止
め
、
事
勝
一
が
進
展
し
繍

大
し
た
と
き
に
は
、
即
ち
第
二
段
の
増
稔
期
に
入
り
て
共
時
、
初
め
て
、
農
民
、
大
衆
に
も
及
ぼ
す
積
り
だ
と
い
ふ
の
で
あ
る
左
ら

ば
、
此
皮
の
虚
置
は
み
読
解
し
得
る
。

第
二
段

各
韓
国
に
於
け
る
問
題

ド
所
得
特
別
検
1
1
1
此
は
所
得
税
本
税
の
追
加
税
で
あ
り
、

さ
き
に
決
定
し
た
臨
時
増
徴
法
に
よ
る
追
加
税
を
含
み
た
る
所
得
税
へ

の
其
上
の
遁
加
を
意
味
す
る
。
其
合
計
額
へ
の
、
第
一
穫
に
て
は
一
刻
、
第
二
種
に
て
は
五
分
、
第
三
穫
に
て
は
七
分
五
犀
の
追
加

を
震
す
も
の
で
、
程
，
皮
は
軽
微
で
る
る
。
此
し
き
の
増
率
は
企
業
及
経
済
に
左
し
た
る
打
撃
を
輿
へ
る
こ
と
に
は
な
る
ま
い
。
時
器
き

の
増
徴
は
相
首
念
激
在
る
増
税
で
る
っ
た
の
で
、
可
友
り
の
打
撃
と
な
っ
て
は
居
る
が
、
共
に
比
し
て
は
此
皮
の
は
全
く
抑
制
微
友
も

北
支
事
件
特
別
稔

第
四
十
五
巻

三
五
七

第

貌

王正

九



北
支
事
件
特
別
役
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四
十
五
巻

三
五
八

第
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O 

の
で
あ
る
か
ら
、
左
ま
で
驚
か
友
い
。
此
位
の
も
の
は
岡
氏
の
少
K

の
努
力
で
排
消
し
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
山
山
崎
仙
此
に
第
二
種
に

て
は
。
岡
債
利
子
を
菟
じ
て
庶
り
、
其
は
園
債
増
笈
を
必
要
と
す
る
時
代
に
其
閣
僚
を
有
利
と
す
る
の
注
意
を
し
た
の
で
あ
り
、
共

は
蛍
然
の
庭
置
で
あ
る
。
た
だ
第
一
一
雄
と
第
二
種
と
第
三
種
と
の
一
聞
に
追
加
課
税
の
度
合
が
異
り
、
第
一
種
を
ば
最
重
く
、
第
二
稀

を
目
恥
料
〈
、
第
三
種
を
中
間
位
と
し
た
差
等
を
つ
け
た
の
が
、
来
し
て
合
理
的
か
何
う
か
に
は
五
確
な
る
待
問
は
出
来
た
い
で
あ
ら

ぅ
。
扱
ゐ
て
一
点
明
す
れ
ば
、
訟
人
は
資
本
閤
塊
で
-b
っ
て
、
大
川
山
負
推
力
の
一
府
た
い
も
の
と
凡
た
l
c

い
ふ
の
で
あ
ら
句
。
併
し
此

も
叡
に
臨
時
制
哨
叫
酬
の
民
で
一
円
取
り
手
厳
し
く
い
川
徹
さ
れ
た
後
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
即
死
し
て
共
上
に
も
夏
K
一
番
重
い
も
の
を
杭
〈

る
の
が
至
蛍
か
は
一
の
問
題
で
あ
る
。
第
二
種
の
公
債
枇
債
利
子
預
金
信
託
利
子
た
ど
も
賢
し
く
資
産
所
得
と
い
ふ
黙
か
ら
い
へ
ぽ

能
力
の
大
な
も
の
だ
と
は
す
る
が
、
併
し
共
納
税
義
務
者
た
る
利
子
牧
得
者
中
に
は

第
三
穫
で
-
あ
っ
た
ら
売
税
瓢
以
下
と
も
た
る

べ
き
も
の
が
あ
っ
て
、
其
負
捨
と
た
る
事
を
考
へ
る
と
、
其
に
る
ま
り
に
重
き
追
加
課
税
を
潟
す
の
を
篇
跨
す
べ
き
も
の
で
も
あ
る

し
、
最
近
の
臨
時
増
徴
の
と
き
に
、
此
種
の
利
子
に
於
て
増
徴
度
合
が
(
資
本
利
子
税
の
分
と
加
へ
て
)
長
大
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、

此
皮
の
追
加
を
ば
幾
分
手
加
減
し
て
置
く
と
い
ふ
事
も
る
ら
う
か
と
忠
ふ
。

二
臨
時
利
得
特
別
税
ー
ー
に
於
て
は
、
臨
時
利
得
税
を
ば
一
一
割
五
分
だ
け
増
徴
す
る
と
と
と
し
た
。
勿
論
此
も
、
暴
の
臨
時
増
徴
法

に
よ
る
増
徴
の
分
を
含
め
た
も
の
へ
の
一
刻
五
分
追
加
で
あ
る
。
此
に
て
は
前
の
所
得
税
に
於
け
る
追
加
よ
り
も
、
増
徴
度
合
が
一

暦
大
い
が
、
共
は
此
税
の
義
務
者
が
大
種
、
負
捨
力
の
一
屠
大
い
も
の
と
見
た
の
で
あ
ら
う
。
剖
ち
此
に
て
は
不
弊
又
は
景
気
利
得

八
刀
子
が
一
居
大
い
も
の
と
見
た
の
で
あ
る
。
で
其
は
恋
す
る
に
足
る
。
た
だ
此
に
て
法
人
と
個
人
と
に
て
差
等
を
附
し
泣
い
の
が
何

う
い
ふ
も
の
か
。
法
人
の
方
が
一
一
暦
負
捨
飴
力
の
大
い
も
の
と
し
て
、

一
居
室
く
追
加
し
て
も
良
さ
さ
う
に
も
見
ゆ
る
の
に
、
敢
て



之
を
し
な
い
の
は
物
苧
り
ぬ
ゃ
う
で
も
あ
る
が
、
共
は
臨
時
増
徴
法
に
て
法
人
は
百
分
十
か
ら
百
分
十
五
へ
と
五
割
増
徴
と
し
た
の

に
、
個
人
で
は
百
分
八
か
ら
百
分
十
へ
と
二
割
増
徴
に
止
め
た
の
で
、
今
度
は
彼
是
れ
之
を
削
酎
酌
し
て
ご
者
を
均
等
の
這
加
に
し
た

の
で
あ
ら
う
。
此
税
に
つ
い
て
も
っ
と
根
本
的
に
問
題
と
な
る
の
は
、

元
来
、
此
臨
時
利
得
税
な
る
も
の
が
、
昭
和
十
、
十
て
卜

二
、
の
三
年
隈
り
の
臨
時
税
で
る
り
、
共
課
税
物
件
及
標
準
な
る
利
径
の
基
準
と
し
て
は
、

昭
和
問
、
五
、
六
と
い
ふ
三
年
間
の
平

均
利
径
を
選
み
、
営
該
年
の
刊
徒
が
之
を
也
ゆ
る
だ
け
の
に
課
枕
す
と
い
ふ
の
で
あ
る
が
、
此
基
準
年
が
ふ
ー
と
な
り
で
は
十
日
過
る
と

い
ふ
一
怨
が
る
る
。
夫
の
昭
和
六
年
十
三
月
に
於
け
る
五
貨
輸
出
紫
止
を
堺
と
し
て
、
共
前
の
不
況
時
と
比
較
し
て
其
後
の
好
景
気
、

物
質
崎
氏
、

引
ご
市
甘

F
曲
目
旧

p
f
哨

ド

¥

四

割

K
ふ己

1
d
d
l
Y
1
士
小
J

h

f

J

j

J

叫

す

f

〉

〉

E

町

、

主

d
K
M

め
れ
で
良
い
け
れ
ど
も

吐
ハ
叩
司
、
市
中
肢
は
巡
回
附
し
、
日
恥
沼

じ
ず
島
一
口
口
門
は
一

tト
i
F
F
|

一
年
下
字
、
持
に
共
十
二
月
よ
り
し
で
物
債
が
一
段
と
急
騰
し
た
。
而
し
て
此
度
の
川
町
況
は
世
界
的
の
物
慣
騰
貴
、
世
界
的
の
運
賃

騰
貴
注

E
と
も
関
係
す
る
が
、
特
に
我
園
の
同
内
的
事
情
、
特
に
財
政
膨
腹
、
就
中
、
軍
事
費
の
増
大
に
仲
ふ
て
生
ビ
た
も
の
で
、

而
か
も
其
後
、
事
畿
の
獲
生
が
あ
り
、
之
に
誘
は
れ
て
は
更
に
一
居
の
設
展
可
能
性
を
も
有
つ
。
非
、
が
矯
め
事
業
界
に
は
、
少
く
も

其
一
部
に
は
い
且
接
有
利
と
友
っ
た
の
も
あ
り
、
間
接
に
は
可
な
り
成
き
範
囲
に
徐
津
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
っ
て
、
共
庭
に
今
後
、

段

と
利
得
の
増
大
寸
る
可
能
性
が
る
り
、
共
好
這
に
率
去
る
誌
も
の
を
或
拾
に
て
捕
へ
た
し
と
い
ふ
こ
と
が
る
る
。
臨
時
利
件
枕
は
共

根
本
に
於
て
夫
の
昭
和
六
年
十
二
月
を
界
と
す
る
好
況
利
得
を
捌
む
に
は
足
る
が
、
此
昭
和
十
一
年
末
を
国
外
v
と
す
る
第
二
次
の
灯
況

を
捌
む
に
は
足
ら
た
い
。
此
後
の
も
の
を
捌
む
の
に
は
、
前
の
臨
時
利
得
税
と
は
別
の
も
の
が
な
く
で
は
な
ら
ね
。
仰
の
其
と
離
れ

て
、
前
の
も
の
に
代
っ
て
新
し
き
基
準
に
よ
る
も
の
を
作
る
か
、
或
は
前
の
も
の
を
残
し
て
、
之
と
並
行
し
て
新
し
き
基
準
に
よ
る

利
得
役
を
作
ら
怠
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
共
に
は
恐
ら
〈
は
昭
和
九
、
十
、
十
一
年
の
三
年
卒
均
利
益
を
畑
地
ゆ
る
も
の
に
課
す
る
徐
が

北
h
i
事
件
特
別
役
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四
十
五
巻

一
五
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件
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税

第
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十
五
容
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第

銃

ノ、

工
夫
さ
れ
た
け
れ
ば
な
ら
ね
。
然
る
に
今
度
の
案
に
て
は
、
此
工
夫
を
し
た
い
で
、
唯
単
に
前
の
臨
時
利
得
税
に
附
帯
せ
し
め
る
事

に
止
め
た
の
は
、
遺
憾
で
あ
る
。
但
し
此
新
し
き
利
得
税
を
工
夫
す
る
に
つ
い
て
は
、
昭
和
九
、
十
、
十
一
年
に
利
盆
の
た
か
っ
た

も
の
に
つ
い
℃
は
、
特
別
な
る
基
準
利
径
と
し
て
或
擬
制
を
用
ゐ
る
こ
と
は
己
む
を
得
む
。
そ
し
て
古
き
利
得
税
と
新
し
き
利
得
殺

と
並
行
し
て
行
ふ
と
せ
ば
、
二
の
も
の
h

重
複
そ
避
〈
る
矯
め
に
は
、
何
れ
か
、

よ
り
貨
を
負
捺
と
た
る
べ
き
一
日
入
付
を
適
用
す
る

と
ナ
ペ
ム
酔
一
〕
?
あ
る
。

三
配
首
特
別
及
公
社
債
利
子
特
別
枕

l
l配
首
金
に
つ
い
て
は
七
分
を
超
ゆ
る
も
の
、
国
債
利
子
に
て
は
四
分
を
超
ゆ
る
も
の
、
地

，，、方
債
枇
債
に
あ
り
で
は
四
分
五
厘
を
超
ゆ
る
も
の
に
つ
き
、
共
-K
超
ゆ
る
だ
け
の
一
割
を
課
す
る
と
し
た
の
は
、
・
少
〈
と
も
其
配
賞

聞
係
の
分
は
、
恰
か
も
法
人
に
於
け
る
第
一
種
所
得
税
中
の
超
過
所
得
税
と
重
複
し
て
居
る
や
う
に
見
ゆ
る
が
、
超
過
所
得
税
の
方

は
法
人
に
就
き
て
共
法
人
を
義
務
者
と
し
て
課
す
る
の
に
、
此
特
別
税
の
方
は
配
首
を
受
く
る
者
、
多
く
は
個
人
を
義
務
者
と
し
て

居
る
の
で
、
義
務
者
が
明
か
に
異
る
し
、
課
税
物
件
又
は
標
準
も
、
前
者
に
て
は
法
人
に
つ
き
法
人
の
利
益
と
い
ふ
べ
き
も
の
を
計

算
し
て
定
め
る
の
で
あ
り
、
後
者
に
て
は
共
の
現
に
配
賞
さ
る
h

も
の
h

み
を
見
る
か
ら
、
二
者
が
必
や
し
も
一
致
し
友
い
の
で
あ

り
、
更
に
税
率
も
前
者
に
て
は
栄
進
率
と
な
り
、
後
者
に
て
は
軍
純
に
一
一
割
と
い
ふ
比
例
が
適
用
せ
ら
る
L
。
そ
れ
で
こ
の
税
は
会

〈
別
の
殺
で
あ
れ
り
、

必
や
し
も
重
複
と
は
い
へ
た
い
。
依
り
に
此
が
略
ぼ
重
複
と
友
る
と
し
て
も
、
共
は
許
さ
る
べ
き
重
笹
曹
と
し
得

る
。
用
品
に
同
一
課
税
物
件
と
見
友
す
べ
き
も
の
を
ぽ
別
の
人
格
者
か
ら
別
の
硯
角
で
課
税
す
る
も
の
と
し
て
、
課
税
技
術
上
に
は
許

さ
る
ぺ
き
も
の
止
し
得
る
。
法
人
闘
係
の
利
益
は
共
を
法
人
の
み
に
つ
い
て
課
す
る
か
、
個
人
の
み
に
つ
い
て
課
す
る
か
、
双
方
に

つ
い
て
課
す
る
か
は
技
術
上
の
使
否
に
よ
り
て
決
し
得
ら
れ
る
。
此
は
双
方
に
て
分
割
し
て
取
る
の
を
使
と
す
る
も
の
が

b
る
。
叉



此
場
合
法
人
の
側
か
ら
い
ふ
も
、
共
利
径
が
一
一
割
を
超
ゆ
る
ほ
左
で
あ
れ
ば
、
共
法
人
の
負
権
力
に
於
て
も
徐
力
あ
り
と
い
へ
る
の

で
あ
り
、
個
人
の
側
か
ら
い
ふ
て
も
、
共
か
ら
配
首
を
受
け
て
、
共
が
七
分
そ
超
ゆ
る
と
い
ふ
場
合
に
は
、
也
百
遁
叉
は
卒
均
以
上
の

有
利
宏
配
首
に
悪
ま
れ
た
も
の
と
し
て
、
其
庭
に
飴
力
の
存
す
る
の
を
認
め
る
と
と
が
出
来
る
。
此
に
も
彼
に
於
て
好
運
利
得
課
税

の
根
擦
が
あ
る
。
共
七
分
以
下
の
平
凡
な
る
受
配
賞
者
に
比
し
て
は
景
気
利
得
を
享
受
し
た
も
の
と
し
得
る
の
で
あ
る
。
既
に
此
が

認
め
ら
れ
る
と
き
に
、
之
し
」
同
等
友
利
子
牧
得
者
で
あ
っ
て
、
悶
僚
に
て
は
四
分
を
超
ゆ
る
も
の
、
地
方
債
枇
債
に
て
は
四
分
五
厘

を
超
ゆ
る
も
の
に
も
.
其
よ
り
色
以
下
の
利
子
牧
得
者
に
比
し
て
何
ほ
ど
か
特
に
有
利
な
地
位
に
あ
る
も
の
と
し
て
特
別
課
税
の
理

自
が
あ
る
と
し
得
る
。
闘
よ
り
此
公
債
枇
債
利
子
に
あ
り
で
は
・
共
額
が
株
式
の
配
首
の
や
う
に
動
揺
す
る
も
の
で
は
放
く
、
初
め

よ
り
し
て
一
定
不
動
陀
怠
去
っ
℃
居
り
、
北
ぺ
利

F

ナ
の
一
向

F
は
結
局
、

得
議
採
の
強
行
常
時
に
於
け
る
維
質
性
の
大
州

u

の
見
込
に
よ
け

て
定
ま
っ
て
、
共
利
子
の
一
居
高
い
と
い
ふ
こ
と
は
共
詮
虫
悼
の
一
居
小
確
買
と
い
ふ
こ
と
の
矯
め
で
、
其
れ
に
で
既
に
営
初
か
ら
し

て
共
一
居
の
有
利
が
一
居
の
不
利
を
伴
ふ
と
と
に
て
差
引
き
担
合
せ
が
出
来
て
居
り
、
共
利
子
が
一
定
度
、
即
ち
四
分
、
又
は
四
分

五
庫
よ
り
も
大
い
と
し
て
も
別
段
の
有
利
だ
と
は
い
へ
・
な
い
と
も
一
腹
は
考
へ
ら
る
L
が
、
併
し
兎
も
角
も
、
現
寅
に
同
種
首
容
の

中
に
つ
い
て
或
も
の
が
他
の
も
の
よ
り
も
一
居
多
く
の
利
子
を
受
〈
る
と
い
ふ
の
は
、
そ
し
て
普
通
の
標
準
率
よ
り
も
よ
り
多
〈
の

利
子
を
受
く
る
と
い
ふ
の
は
、
彼
が
現
貨
に
於
て
共
の
一
居
小
い
利
子
を
受
〈
る
者
よ
り
も
一
唐
有
利
の
地
位
に
あ
る
の
で
は
る
り

其
虚
に
比
較
的
に
徐
力
の
あ
る
こ
と
を
認
め
得
る
。
共
庭
に
は
埋
合
せ
と
な
る
ぺ
き
危
険
性
の
大
い
も
の
が
あ
る
と
は
い
ふ
て
も
、

共
危
険
た
る
や
唯
だ
一
の
推
定
に
止
ま
り
、
可
能
性
た
る
に
止
ま
り
、
未
だ
現
賓
と
は
恋
っ
て
居
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、
共
が
現
寅

に
現
は
る
L

ま
で
の
間
は
.
前
段
彼
を
以
て
有
利
た
地
位
に
あ
る
も
の
と
し
得
る
。
此
の
如
き
見
地
か
ら
一
定
率
以
上
の
利
子
牧
得
者

北
支
事
件
特
別
措

第
四
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五
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萄
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四

を
ば
特
に
恵
ま
れ
た
も
の
と
し
て
特
別
課
税
す
る
の
で
る
る
。
特
に
夫
の
読
む
亦
の
間
に
利
子
の
高
下
あ
る
と
と
が
其
夜
行
期
の
同
時

に
属
す
る
も
の
ミ
聞
で
あ
れ
ば
共
一
居
高
利
な
も
の
に
は
一
居
低
利
た
も
の
よ
り
も
一
居
の
危
険
る
り
と
し
て
共
庭
に
埋
合
が
得
ら

れ
て
居
る
と
も
い
へ
る
の
で
あ
る
が
、
此
が
務
行
期
が
異
り
、
ぞ
の
時
共
時
に
於
け
る
市
揚
の
標
準
利
子
の
臭
っ
た
も
の
を
封
立
す

る
と
き
に
は
、
例
之
、
持
L
〈
岡
債
が
高
利
時
代
に
出
た
五
分
の
も
の
と
、
低
利
時
代
に
た
っ
て
出
た
コ
一
分
五
周
債
と
が
並
存
し
符

る
が
、
か
L

る
も
の
-
L
並
存
す
る
揚
合
に
は
、
其
利
子
の
高
下
は
危
険
率
の
大
小
に
は
必
や
し
も
か
L

ら
や
、

b
し
ろ
時
の
概
準
柑

率
に
左
右
せ
ら
れ
て
居
り
、
此
場
合
、
五
分
利
岡
債
の
持
主
は
三
分
五
厘
債
の
持
主
よ
り
も
、
危
険
卒
の
補
償
以
上
に
有
利
で
あ
る

或
は
彼
が
最
近
に
割
合
に
高
い
債
に
て
之
を
買
取
っ
た
の
で
、
其
庭
に
補
償
あ
り
と
も
い
ふ
を
得
る
が
、
此
と
て
も
凡
べ
て
の
五
分

利
債
の
持
主
が
然
り
と
は
い
へ
歩
、
多
く
は
低
金
利
時
代
と
在
る
前
よ
り
の
所
有
と
い
ム
ペ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
既
に
配
首

及
公
社
債
利
子
に
つ
い
て
超
過
所
得
特
別
枕
を
共
取
得
者
に
課
す
る
友
ら
ば
、
何
故
に
一
歩
を
進
め
て
、
銀
行
預
金
及
貸
付
信
託
の

利
子
牧
得
者
に
も
之
を
及
ぼ
さ
ね
の
で
あ
る
か
。
問
題
と
な
る
。
純
理
論
と
し
て
は
之
を
及
ぼ
さ
ぬ
と
す
る
理
由
は
訟
い
。
之
と
並

行
し
た
課
税
が
あ
っ
て
も
然
る
べ
き
で
あ
る
。
が
併
し
貧
際
に
は
此
方
は
現
在
の
賞
欣
と
し
て
大
部
分
、
四
分
以
下
で
る
り
、
之
を

ば
態
K

課
す
る
の
賞
盆
は
乏
し
い
と
い
ふ
こ
と
が
あ
る
。
叉
、
依
り
に
之
を
課
す
る
と
し
て
少
数
の
預
金
等
に
は
課
す
る
と
と
が
出

来
る
と
し
て
も
、
共
等
は
大
む
ね
枇
曾
政
策
的
に
保
護
を
要
す
る
も
の
に
か
L

る
こ
と
に
友
る
恐
が
あ
る
し
、
更
に
此
銀
行
預
金
信

託
預
金
に
同
種
の
特
別
税
を
課
し
ゃ
う
と
し
て
、
例
之
、
三
分
を
超
ゆ
る
も
の
に
課
す
る
と
で
も
し
た
と
す
れ
ば
、
今
日
の
岡
債
増

議
必
妥
の
大
い
時
世
に
於
て
、
関
偏
消
化
の
根
元
を
抑
医
す
る
の
不
得
策
を
敢
て
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
之
を
特
別
課
税
を
行
は

た
か
っ
た
の
で
る
る
。
或
は
此
配
営
特
別
税
と
臨
時
利
得
税
と
が
重
複
で
は
友
い
か
と
い
ふ
問
題
も
起
る
。
併
し
此
二
の
も
の
は
必



や
し
も
重
複
せ
ね
。
別
の
課
税
物
件
を
も
つ
も
の
と
し
得
る
。

一
方
、
臨
時
利
得
税
は
法
人
の
利
盆
に
も
個
人
の
利
盆
に
も
関
す
る

の
に
、
他
方
、
配
賞
特
別
役
は
専
ら
法
人
利
益
の
配
営
の
み
に
闘
し
、
個
人
の
直
接
得
た
る
利
益
に
は
闘
し
な
い
。
そ
れ
で
重
複
す

る
と
す
れ
ば
、
法
人
利
銭
関
係
の
分
だ
け
だ
が
、
共
に
し
て
も
、
臨
時
利
得
税
は
法
人
に
つ
い
て
法
人
を
義
務
者
と
す
る
の
に
、
配

営
特
別
検
で
は
受
配
営
者
、
多
く
は
個
人
を
義
務
者
と
す
る
。
特
に
共
課
税
物
件
又
は
標
準
も
、
臨
時
利
得
税
の
方
は
、
其
法
人
利

盆
の
基
準
年
の
卒
均
利
益
を
超
ゆ
る
利
益
部
で
あ
る
の
に
、
配
嘗
特
別
殺
の
方
は
、
共
の
受
〈
る
配
営
中
の
七
分
を
超
ゆ
る
部
分
で

あ
り
、
此
の
二
の
も
の
は
必
や
し
も
一
致
し
友
い
。
但
忙
し
臨
時
利
得
税
に
て
基
準
午
の
利
益
恋
き
も
の
に
つ
き
擬
制
的
在
る
七
分

利
益
b
E
超
ゆ
る
も
の
に
課
す
る
場
合
は
、
配
営
侍
別
税
の
七
分
を
趨
ゆ
る
も
の
に
課
す
る
の
と
同
一
物
件
と
な
る
ゃ
う
で
も
あ
る
が

此
と
て
も
法
人
に
つ
い
て
利
低
を
計
算
す
る
の
と
可
受
配
賞
者
に
つ
い
て
配
営
金
を
計
算
す
る
の
と
に
て
は
、
必
則
子
し
も
一
致
ほ
し

お
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
課
税
物
件
は
別
だ
と
し
得
る
。
が
俄
り
に
此
二
の
も
の
が
略
ぼ
一
致
す
る
し
、
結
局
同
一
物
に
蹄
す
る
と

し
て
、
共
を
同
一
課
税
物
件
と
見
倣
し
得
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
、
共
庭
に
重
複
課
税
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
出
来
る
と
し
て
も
、

更
に
か
L
る
重
複
課
税
は
許
さ
る
べ
き
重
複
課
税
だ
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
か
L
る
法
人
闘
係
の
利
益
を
課
す
る
の
に

法
人
の
み
に
つ
い
て
課
す
る
か
、
個
人
の
み
に
つ
い
て
課
す
る
か
、
双
方
に
で
課
す
る
か
は
一
の
問
題
で
あ
り
、
課
税
技
術
上
か
ら

い
ふ
と
、
共
を
何
れ
か
一
方
に
で
か
た
め
て
重
く
取
る
よ
り
は
、
二
に
分
割
し
て
軽
〈
し
て
双
方
に
て
取
る
の
を
得
策
と
す
る
の
で

あ
る
。
但
し
配
蛍
特
別
殺
が
法
人
闘
係
の
八
?
を
ば
、
個
人
に
つ
い
て
課
し
友
い
で
、
法
人
に
つ
い
て
源
泉
課
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て

居
る
か
ら
、
個
人
に
於
け
る
綜
合
課
税
上
の
利
盆
は
得
ら
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
に
し
て
も
一
方
的
名
義
で
重
〈
課
す
る
よ
り
も

名
義
を
鑓
へ
て
分
割
し
て
課
し
た
方
が
、
伺
程
か
融
市
に
捲
は
れ
る
と
い
ふ
と
と
が
あ
る
。
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四
物
品
特
別
税

l
l
此
は
響
て
問
題
と
た
っ
た
翼
上
税
の
最
小
限
度
に
於
け
る
採
用
を
意
味
す
る
。
此
形
で
現
は
れ
る
と
き
に
、
如

何
に
も
著
修
消
費
税
と
い
ふ
感
を
奥
へ
て
反
射
し
悪
く
怠
る
。
買
上
税
を
創
設
す
る
と
し
て
は
此
庭
か
ら
初
め
る
の
は
巧
妙
で
あ
る

叉

一
寸
、
此
が
賓
上
税
と
は
全
〈
臭
っ
た
も
の
L
や
う
に
も
見
ゆ
る
。
そ
れ
で
買
上
積
を
嫌
ふ
人
に
釘
し
で
は
、
其
と
は
具
る
と

も
答
へ
符
ら
れ
る
。
此
皮
の
は
課
税
口
山
目
も
此
迄
、
内
図
消
費
税
と
し
て
は
行
は
れ
友
か
っ
た
少
数
の
著
修
日
間
に
限
っ
た
の
で
あ
り

ー
、
2
1
ゴ

B

i

-

i

:
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も
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*L 
特
に
非
常
事
務
一
K
際
し
て
も
目
的
yJ

、

一
寸
一
此
針
し
思
い
縫
鮪
の
も
の
が

選
ま
れ
た
。
た
E
も
っ
と
品
物
を
迫
加
し
ゃ
う
と
忠
へ
ば
、
此
種
の
税
と
し
て
米
図
の
例
友
ど
か
ら
い
ふ
と
、

ラ
ヂ
オ
受
信
機
、

ス

ポ

l
ツ
用
品
、
懐
中
時
計
、
世
掛
時
計
、
望
遠
鏡
、
銭
砲
類
、
砲
弾
、
薬
筒
、
冷
蔵
庫
、
自
動
車
及
部
分
品
、
毛
皮
製
品
、
白
粉
香

水
類
、
電
力
た
ど
に
ま
で
及
び
得
る
“
併
し
共
虚
ま
で
来
る
と
、
我
邦
で
は
苦
情
が
多
く
出
で
る
で
は
る
ら
う
。
此
枕
の
従
債
二
割

は
箸
修
税
と
し
て
は
高
い
ほ
ど
で
泣
く
、
も
っ
と
高
く
も
潟
し
得
る
が
、
併
し
初
め
か
ら
高
く
し
て
園
民
を
驚
か
し
て
は
い
か
ね
と

い
ふ
こ
と
も
あ
る
し
、
又
、
あ
ま
り
高
〈
す
る
と
、
脱
税
が
多
〈
行
は
れ
る
と
い
ふ
と
と
も
あ
り
、
特
に
第
一
一
種
品
目
の
如
く
、
小

量
高
債
の
も
の
に
て
は
一
居
其
心
配
が
あ
る
の
で
、
二
制
度
の
む
し
ろ
低
い
底
に
て
定
め
た
も
の
で
る
ら
う
。
夫
の
貴
石
た
ど
に
た

る
と
闘
枕
の
か
λ

る
共
上
に
此
内
園
消
費
税
が
か
a
A

る
の
に
か
ら
、

恐
ら
く
脱
税
が
増
へ
る
と
と
で
あ
ら
う
。
或
は
之
が
課
税
口
回
目

の
範
閣
を
庚
め
る
な
ら
ば
、
m

早
に
従
債
二
割
と
し
友
い
で
、
或
も
の
に
は
一
割
、
他
の
も
の
に
は
二
割
、
更
に
他
の
も
の
に
は
三
割

左
ど
と
段
階
を
つ
け
て
も
良
か
ら
う
。
但
し
夫
の
舎
で
問
題
と
た
っ
た
買
上
税
が
一
般
的
の
も
の
で
、
庚
き
範
国
の
物
ロ
聞
に
亙
り
管

業
者
の
手
を
経
る
毎
に
課
す
る
と
し
た
の
で
、
不
公
平
が
大
く
、
且
つ
庚
〈
替
業
者
の
迷
惑
煩
系
を
来
た
す
と
い
ふ
の
で
大
反
劉
を

受
け
た
の
行
け
れ

E
も
、
此
方
は
一
の
品
物
に
つ
い
て
は
引
取
人
か
、
製
造
者
か
、
小
責
人
か
、
何
れ
か
一
筒
庭
に

τ課
す
る
の
だ



か
ら
実
上
積
と
し
て
は
最
合
理
的
の
も
の
で
あ
り
、
不
公
平
も
少
く
て
済
み
、
反
封
者
も
少
く
て
済
む
。
併
し
此
税
を
ば
製
活
者
又

は
引
取
人
か
ら
取
る
分
は
、
ま
だ
脱
税
が
取
締
り
易
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
小
買
業
者
に
つ
い
て
取
る
方
は
可
た
り
に
此
が
六
っ
か
し

か
ら
う
と
思
ふ
。
特
に
共
物
件
が
小
量
に
し
て
高
債
の
物
た
の
で
も
あ
り
、
随
分
と
脱
税
が
行
は
れ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
共
を

小
責
業
者
か
ら
取
る
と
い
ふ
が
、
非
管
業
的
個
人
相
互
の
聞
の
棄
民
交
換
の
形
を
と
り
、
共
仲
介
を
す
る
と
い
ふ
ゃ
う
左
色
の
が
多

〈
友
り
は
せ
ぬ
か
。
共
取
締
り
は
随
分
と
面
倒
に
左
る
乙
と
で
も
あ
り
、
叉
紛
争
を
生
や
る
こ
と
に
も
友
ら
う
。
共
行
政
に
は
可
及

り
緊
張
し
た
研
究
を
し
て
か
L
ら
ね
ば
た
る
ま
い
。

結

論

以
上
羽
之
、
今
度
の
北
支
事
件
特
別
税
は
此
戦
時
財
源
と
し
て
は
趨
切
受
賞
友
も
の
と
す
る
。
ヌ
共
法
文
も
大
様
、
良
〈
出
来
て

居
る
。
併
し
厳
密
に
い
へ
ば
拙
蓮
案
で
は
あ
る
。
相
営
に
工
夫
し
て
一
段
と
改
良
を
怠
つ
て
は
た
ら
ぬ
。
何
れ
事
件
も
此
億
解
消
す

る
の
で
は
あ
る
ま
い
。
も
っ
と
進
展
し
繍
大
ず
る
で
あ
ら
う
か
ら
、
結
局
此
税
を
も
継
積
し
、

一
居
附
加
す
る
の
必
要
に
迫
ま
ら
れ

る
で
あ
ら
う
。
其
際
に
は
是
非
と
も
此
に
相
嘗
左
修
正
を
し
な
く
て
は
友
る
ま
い
か
ら
、
之
が
研
究
を
等
闘
に
附
し
て
は
な
ら
ぬ
。

特
に
目
下
税
制
全
躍
の
整
備
の
潟
め
の
エ
作
中
で
も
る
り
、
此
特
別
税
は
結
局
、
共
中
に
織
込
ま
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
す
る
と
、

命
更
ら
に
十
分
な
る
研
究
を
途
げ
な
〈
℃
は
な
る
ま
い
。
た
Y
此
拙
建
築
が
偶
々
議
舎
を
目
剥
k

と
通
っ
た
か
ら
と
い
ふ
て
、
共
れ
で

満
足
し
て
居
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
ら
う
と
思
ふ
。

北
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特
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